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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
九
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
十
条
第
一
項
並
び
に
特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年

通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在
場
所
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
指
定
定
期
検
査
機
関
が
実
施
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日

東
京
都
計
量
検
定
所
長

荒

木

誠

一

検
査
地
域

青
梅
市
、
瑞
穂
町
及
び
奥
多
摩
町

二

検
査
対
象

非
自
動
は
か
り
で
あ
っ
て
、
ひ
ょ
う
量
が
二
百
五

十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
二
ト
ン
以
下
の
も
の
及
び

同
一
の
事
業
所
で
併
せ
て
使
用
す
る
ひ
ょ
う
量
が

二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
分
銅
及
び

お
も
り
を
含
む
。
以
下
「
検
査
対
象
物
」
と
い

う
。
）
。
た
だ
し
、
ひ
ょ
う
量
が
二
ト
ン
を
超
え

る
非
自
動
は
か
り
を
併
せ
て
使
用
す
る
事
業
所
の

検
査
対
象
物
を
除
く
。

三

検
査
期
日

令
和
二
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
六
月
五
日
ま

で
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年

東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除

く
。
）

四

検
査
場
所

特
定
計
量
器
（
皮
革
面
積
計
を
除
く
。
）
の
所
在

の
場
所

五

指
定
定
期

検
査
機
関

の
名
称

一
般
社
団
法
人
東
京
都
計
量
協
会

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
一
年
東
京
都
告
示
第
千
六
百
五
号
八

王
子
都
市
計
画
緑
地
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

八
王
子
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

八
王
子
都
市
計
画
緑
地
事
業
第
十
一
号
ひ

よ
ど
り
緑
地

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
令
和

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
八
王
子
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。
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令
和
二
年
三
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

八
王
子
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

八
王
子
都
市
計
画
公
園
事
業
第
二
・
二
・

百
六
号
明
神
町
広
田
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
三
月
十
九
日
か
ら
令
和
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

八
王
子
市
明
神
町
二
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
二
号

東
京
都
市
計
画
事
業
瑞
江
駅
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計

画
を
変
更
し
た
の
で
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第

百
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
九

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

東
京
都
市
計
画
事
業
瑞
江
駅
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

二

事
務
所
の
所
在
地

中
央
区
勝
ど
き
一
丁
目
七
番
三
号

東
京
都
第
一
市
街
地
整
備

事
務
所
内

三

事
業
計
画
の
決
定
の
年
月
日

平
成
六
年
七
月
十
一
日

四

事
業
施
行
期
間

平
成
六
年
七
月
十
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

変
更
の
内
容

事
業
施
行
期
間
を
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。

六

変
更
の
年
月
日

令
和
二
年
三
月
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
三
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
道
路
を
指
定
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
、
東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

金

子

博

指
定
に
係
る
道

路
の
種
類

指
定
年
月
日

指
定
に
係
る
道

路
の
位
置

指
定
に
係
る
道

路
の
延
長
及
び

幅
員
（
単
位
メ

ー
ト
ル
）

法
第
四
十
二
条

第
一
項
第
四
号

の
規
定
に
よ
る

道
路

令
和
二
年
二

月
二
十
八
日

西
多
摩
郡
瑞
穂

町
大
字
箱
根
ケ

崎
字
宿
西
四
百

七
十
四
番
一
の

一
部
、
同
番
一

延
長二

二
四
・
〇

幅
員

六
・
〇

〜
一
八
・
〇

地
先
並
び
に
四

百
七
十
六
番
一
、

同
番
三
か
ら
同

番
五
ま
で
、
同

番
九
及
び
同
番

十
二
か
ら
同
番

十
六
ま
で
の
各

一
部
、
同
番
十

七
並
び
に
同
番

十
八
、
同
番
二

十
及
び
同
番
二

十
四
の
各
一
部
、

四
百
七
十
八
番

一
、
同
番
三
、

同
番
四
並
び
に

四
百
七
十
九
番

一
及
び
同
番
二

の
各
一
部
、
同

番
三
並
び
に
同

番
四
及
び
四
百

八
十
番
一
の
各

一
部
、
同
番
二

並
び
に
同
番
三

か
ら
同
番
五
ま

で
、
四
百
八
十

一
番
一
、
同
番

二
、
四
百
八
十

三
番
一
、
同
番

十
五
、
同
番
二

十
六
、
同
番
二

十
七
、
四
百
八

十
六
番
三
及
び

四
百
八
十
八
番

の
各
一
部
並
び

に
大
字
箱
根
ケ

崎
字
松
原
千
三

百
五
十
七
番
一

か
ら
同
番
五
ま

で
、
千
三
百
五

十
九
番
二
、
同

番
四
、
同
番
五
、

千
三
百
六
十
番

三
、
同
番
五
、

同
番
六
、
同
番

八
及
び
同
番
十

二
の
各
一
部

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
四
号

平
成
二
十
一
年
東
京
都
告
示
第
九
百
八
十
九
号
（
東
京
都
地
球
温

暖
化
対
策
指
針
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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令
和
二
年
三
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
一
編
第
一

一
か
ら
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
東
京
都
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

東
京
都
は
、
東
京
都
環
境
基
本
条
例
（
平
成
６
年
東
京
都
条

例
第
９２号

）
に
基
づ
き
、
平
成
２０年

３
月
に
策
定
し
た
「
東
京

都
環
境
基
本
計
画
」
に
お
い
て
「
２０２０年

ま
で
に
、
東
京
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２０００年

比
で
２５％

削
減
す
る
」
こ
と
を

定
め
た
。

ま
た
、
平
成
２８年

３
月
に
策
定
し
た
「
東
京
都
環
境
基
本
計

画
」
に
お
い
て
は
「
２０３０年

ま
で
に
、
東
京
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
２０００年

比
で
３０％

削
減
す
る
」
こ
と
を
定
め
る
と
と

も
に
、
部
門
別
の
Ｃ
Ｏ

２ 排
出
量
に
つ
い
て
は
、
産
業
・
業
務

部
門
に
お
い
て
、
２０３０年

ま
で
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
を
２０００年

比
で
２０％

程
度
削
減
す
る
」
と
定
め
た
。

な
お
、
東
京
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
９５％

は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ

２ で
あ
る
（
２０００年

度
時
点
）
。

２
大
規
模
事
業
所
へ
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
量
削
減
義
務
と
排
出

量
取
引
制
度
に
お
け
る
２０３０年

度
時
点
で
の
Ｃ
Ｏ

２ 排
出
量
削

減
目
標
の
設
定

大
規
模
事
業
所
へ
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
量
削
減
義
務
と
排
出

量
取
引
制
度
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ

２ の
排
出
削
減

目
標
は
、
東
京
全
体
の
削
減
目
標
（
２０３０年

ま
で
に
、
東
京
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２０００年

比
で
３０％

削
減
す
る
）
を
達

成
す
る
観
点
か
ら
検
討
し
、
設
定
し
た
。

東
京
全
体
の
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
産
業
・

業
務
部
門
の
削
減
目
標
（
２０３０年

ま
で
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源

Ｃ
Ｏ

２ 排
出
量
を
２０００年

比
で
２０％

程
度
削
減
す
る
水
準
で
あ

る
２１.４百

万
ト
ン
（
電
気
の
Ｃ
Ｏ

２ 排
出
係
数
０.３７０ｔ

－
Ｃ
Ｏ

２

／
千
ｋ
Ｗ
ｈ
を
用
い
て
算
出
し
た
値
）
）
を
達
成
す
る
た
め
、

本
制
度
の
対
象
事
業
所
で
あ
る
大
規
模
事
業
所
に
お
け
る
２０３０

年
度
の
排
出
上
限
目
標
量
は
、
１０.７８百

万
ト
ン
と
な
る
。

な
お
、
排
出
上
限
目
標
量
は
、
電
気
の
Ｃ
Ｏ

２ 排
出
係
数
を

０.４８９ｔ
－
Ｃ
Ｏ

２ ／
千
ｋ
Ｗ
ｈ
と
し
て
算
出
し
て
お
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
側
に
よ
る
係
数
改
善
効
果
は
反
映
し
て
い
な
い
。

３
総
量
削
減
目
標
の
設
定

温
室
効
果
ガ
ス
総
量
削
減
義
務
と
排
出
量
取
引
制
度
に
お
い

て
は
、
５
年
間
の
削
減
計
画
期
間
が
設
定
さ
れ
、
５
年
間
の
排

出
総
量
の
削
減
が
目
標
と
な
る
。

総
量
削
減
目
標
の
設
定
に
際
し
て
は
、
第
３
計
画
期
間
（
令

和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
削
減
計
画
期
間
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
「
脱
炭
素
社
会
を
見
据
え
た
『
省
エ
ネ
の
継

続
』
と
『
再
エ
ネ
利
用
拡
大
』
の
両
輪
に
よ
り
削
減
を
推
進
す

る
た
め
の
転
換
始
動
期
」
と
位
置
付
け
、
こ
れ
ま
で
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
よ
り
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
を
抑
制
す
る

地
球
温
暖
化
の
対
策
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
継
続
さ
せ
る

と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
利
用
拡
大
を
図

る
。ま
た
、
第
４
計
画
期
間
（
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
１１年

度
ま

で
の
削
減
計
画
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
「
脱
炭
素
社

会
を
見
据
え
た
『
省
エ
ネ
の
継
続
』
と
『
再
エ
ネ
利
用
拡
大
』

の
両
輪
に
よ
り
削
減
を
推
進
す
る
た
め
の
定
着
・
展
開
期
」
と

位
置
付
け
、
更
な
る
削
減
を
推
進
す
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、
大
規
模
事
業
所
に
お
け
る
各
削
減
計
画
期

間
の
総
量
削
減
目
標
を
次
の
と
お
り
設
定
し
た
。
た
だ
し
、
第

４
計
画
期
間
の
総
量
削
減
目
標
は
見
通
し
で
あ
り
、
第
４
計
画

期
間
の
開
始
ま
で
に
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
各
削
減
計
画
期
間
の
総
量
削
減
目
標
は
、
第
３
計
画

期
間
の
開
始
の
日
よ
り
後
に
、
新
た
に
指
定
地
球
温
暖
化
対
策

事
業
所
と
な
る
事
業
所
の
排
出
量
等
を
含
め
て
設
定
し
て
い
る
。

⑴
第
３
計
画
期
間
の
総
量
削
減
目
標

既
存
事
業
所
（
総
量
削
減
義
務
の
適
用
日
（
平
成
２２年

４

月
１
日
）
に
お
け
る
指
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
基
準
排
出
量
（
＊
１
）
の
合
計
量
か
ら
２５

％
削
減
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
既
存
事
業
所
全
体
で
２７％

削
減
が
必
要
と
な
る
（
＊

２
）
。

⑵
第
４
計
画
期
間
の
総
量
削
減
目
標

既
存
事
業
所
の
基
準
排
出
量
（
＊
１
）
の
合
計
量
か
ら
３３

％
削
減
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
既
存
事
業
所
全
体
で
３５％

削
減
が
必
要
と
な
る
（
＊

２
）
。

＊
１

指
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
（
特
定
地
球
温
暖
化

対
策
事
業
所
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
基
準
排
出
量
に

相
当
す
る
量
と
し
て
２００９年

度
に
お
け
る
特
定
温
室
効
果

ガ
ス
年
度
排
出
量
を
基
準
排
出
量
と
み
な
す
。

＊
２

総
量
削
減
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
既
存
事
業
所
全

体
で
必
要
と
な
る
削
減
に
は
、
基
準
排
出
量
の
変
更
に
伴

う
増
減
量
及
び
優
良
特
定
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
所
へ
の

認
定
に
よ
る
削
減
義
務
率
の
減
少
に
伴
う
増
加
量
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
量
は
含
ま
な
い
。

第
一
編
第
四

一
㈢
中
「第

１
計
画
期
間

」
を
「第

３
計
画
期

間

」
に
、
「第

２
計
画
期
間

」
を
「第

４
計
画
期
間

」
に
改
め
る
。



令和2年3月19日（木曜日）東 京 都 公 報（第17057号） ４

第
一
編
第
四

二
㈠
中
「（

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
を
抑
制

す
る
地
球
温
暖
化
の
対
策
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
加
え
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
設
備
の
導
入

」
を
「に

加
え
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

の
受
入
れ
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
に
つ
い

て

」
に
、
「第

２
計
画
期
間
に
お
け
る

」
を
「第

４
計
画
期
間
に
お

け
る

」
に
、
「第

２
計
画
期
間
の

」
を
「第

４
計
画
期
間
の

」
に
、

「第
１
計
画
期
間
及
び
第
２
計
画
期
間

」
を
「第

３
計
画
期
間
及
び

第
４
計
画
期
間

」
に
改
め
る
。

第
一
編
第
八

一
㈠
中
「改

正
規
則
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確

保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
平
成
２５年

東
京
都
規
則
第
９９号

）
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
を
い
う
。

以
下
第
８
に
お
い
て
同
じ
。
）
第
４
条
の
８
第
２
項
第
２
号

」
を

「規
則
第
４
条
の
８
第
３
項
第
２
号

」
に
改
め
る
。

第
一
編
第
八

一
㈡
中
「１５００kL

」
を
「１,５００kL

」
に
、
「改

正
規
則

」
を
「規

則

」
に
改
め
る
。

第
一
編
第
八

二
中
「経

済
基
盤
等
の
観
点
か
ら
の
特
別
な
配
慮

に
よ
り
、
「
よ
り
大
幅
な
削
減
を
定
着
・
展
開
す
る
期
間
」
で
あ
る

第
２
計
画
期
間
に
お
い
て
は

」
を
削
る
。

第
一
編
第
八

三
㈡
中
「改

正
規
則
第
４
条
の
８
第
２
項
第
２

号

」
を
「規

則
第
４
条
の
８
第
３
項
第
２
号

」
に
改
め
る
。

第
一
編
第
八

三
㈢
ア
中
「経

過
し
た
日

」
の
次
に
「（

当
該
廃

止
又
は
休
止
が
、
当
該
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
属
す
る
年
度
の
４
月

１
日
か
ら
８
月
末
日
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
年
度
の
９
月
末
日
）

」
を
加
え
、
第
一
編
第
八

三
㈢
イ
及
び
ウ

中
「１１月

」
を
「９

月

」
に
改
め
る
。

第
一
編
第
八

八
㈣
中
「末

日

」
の
次
に
「（

当
該
特
定
テ
ナ
ン

ト
等
相
当
事
業
者
が
使
用
す
る
事
業
所
が
指
定
相
当
地
球
温
暖
化
対

策
事
業
所
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
知
事
の
確
認
を
受
け
た
年
度
（
前

年
度
に
当
該
確
認
を
受
け
た
年
度
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該

日
と
当
該
確
認
を
受
け
た
日
か
ら
９０日

を
経
過
し
た
日
と
の
い
ず
れ

か
遅
い
日
）

」
を
加
え
る
。

第
二
編
第
一

二
中
「地

球
温
暖
化
対
策

」
を
「地

球
温
暖
化
の

対
策

」
に
、
「も

含
む
。

」
を
「を
含
む
。

」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
四
中
「再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
設
備
の
導

入
を
検
討

」
を
「再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
受
入
れ
、
証
書
に
よ
る
環
境
価
値
の
利
用

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
を
実
施

」
に
改
め

る
。第

二
編
第
四

一
㈠
中
「で

あ
り
、
新
た
な

」
を
「で

あ
る
。
新

た
な

」
に
、
「抑

制
す
る
対
策
で
あ
る

」
を
「抑

制
す
る

」
に
改
め

る
。第

二
編
第
四

一
㈡
中
「を

清
掃
し
た
り

」
を
「の

清
掃

」
に
、

「を
交
換
す
る
こ
と
等
に
よ
り

」
を
「の

交
換
等
に
よ
り
、

」
に
改

め
る
。

第
二
編
第
四

一
㈢
中
「を

よ
り
高
効
率
な
設
備
に
更
新
し
た

り

」
を
「の

よ
り
高
効
率
な
設
備
へ
の
更
新

」
に
、
「に

新
た
に
設

備
を
導
入
す
る

」
を
「の

新
た
な
設
備
の
導
入
を
実
施
す
る

」
に
改

め
る
。

第
二
編
第
四

二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
選
択
と
実
施

地
球
温
暖
化
の
対
策
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
所
等
の
規

模
、
設
備
・
機
器
等
の
保
有
状
況
及
び
稼
働
状
況
等
を
踏
ま
え
、

１
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
対
策
に
分
類
さ
れ
る
別
表
第
１
の
第

３
の
部
か
ら
第
５
の
部
ま
で
の
表
に
掲
げ
ら
れ
た
対
策
な
ど
に
基

づ
き
、
対
策
の
有
効
性
を
十
分
に
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な
地
球

温
暖
化
の
対
策
を
選
択
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
が
着
実
に
削
減
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
第
５
に
規
定
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
に
お

い
て
、
都
が
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
対
策
と
し
て
示
す
項

目
に
つ
い
て
は
、
実
施
可
能
な
対
策
を
積
極
的
に
実
施
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
編
第
四

三
中
「省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

」
を
「地

球
温
暖
化

の
対
策

」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
四

五
㈡
エ
中
「又

は
実
績
年
度
（
当
該
地
球
温
暖
化

対
策
報
告
書
を
提
出
し
た
年
度
の
前
年
度
を
い
う
。
）

」
を
「（

以

下
第
４
及
び
第
５
に
お
い
て
「
提
出
年
度
」
と
い
う
。
）
又
は
当
該

地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
を
提
出
し
た
年
度
の
前
年
度
（
以
下
第
４

及
び
第
５
に
お
い
て
「
実
績
年
度
」
と
い
う
。
）

」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
五
中
「省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
取
組
状
況

」
を
「地

球

温
暖
化
の
対
策
の
取
組
状
況

」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
五

一
㈡
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑵
報
告
書
の
作
成
対
象

ア
条
例
第
８
条
の
２３第

１
項
の
規
定
に
よ
る
作
成
対
象

ア
同
一
事
業
者
（
国
の
機
関
、
地
方
自
治
体
等
を
含

む
。
）
に
お
け
る
作
成
対
象

同
一
事
業
者
が
都
内
に
設
置
し
て
い
る
事
業
所
等

（
前
年
度
の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
３０kL

以
上
１,５００kL未

満
の
事
業
所
等
に
限
り
、
指
定
地
球

温
暖
化
対
策
事
業
所
及
び
特
定
テ
ナ
ン
ト
等
事
業
所
を

除
く
。
以
下
「
義
務
提
出
事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
の

前
年
度
の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
合
計
が

３,０００kL以
上
と
な
っ
た
場
合
、
当
該
事
業
者
は
、
義
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務
提
出
事
業
所
等
ご
と
に
報
告
書
を
作
成
し
、
知
事
へ

提
出
す
る
義
務
を
負
う
。

イ
連
鎖
化
事
業
に
お
け
る
作
成
対
象

規
則
第
５
条
の
１８に

定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
連
鎖

化
事
業
に
お
い
て
、
本
部
が
設
置
し
て
い
る
義
務
提
出

事
業
所
等
及
び
加
盟
店
の
う
ち
義
務
提
出
事
業
所
等
の

前
年
度
の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
合
計
が

３,０００kL以
上
と
な
っ
た
場
合
、
本
部
は
、
加
盟
者
と

協
力
し
て
義
務
提
出
事
業
所
等
ご
と
の
報
告
書
を
作
成

し
、
知
事
へ
提
出
す
る
義
務
を
負
う
。

イ
条
例
第
８
条
の
２３第

２
項
の
規
定
に
よ
る
作
成
対
象

義
務
提
出
事
業
所
等
と
し
て
報
告
書
を
提
出
し
た
事
業

所
等
以
外
の
事
業
所
等
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
設
置
す
る

事
業
者
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
報
告
書
を

作
成
し
、
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
前
年
度

の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
１,５００kL以

上
の
事

業
所
等
を
除
く
。

第
二
編
第
五

二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
報
告
書
を
作
成
す
る
た
め
の
協
力

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
（
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者

（
条
例
第
８
条
の
２３第

１
項
に
基
づ
き
報
告
書
を
提
出
す
べ
き

義
務
が
あ
る
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
条
例
第
８

条
の
２３第

２
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
書
を
提
出
す
る
事
業
者
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
把
握

及
び
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
推
進
の
た
め
の
協
力
を
求
め
ら
れ

た
事
業
者
は
、
当
該
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
が
報
告
書
を

適
正
に
作
成
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

特
に
、
第
２

２
⑴
ア
か
ら
カ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
者
間
に

お
い
て
は
、
積
極
的
に
連
携
・
協
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
編
第
五

四
か
ら
十
一
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
目
標
設
定
、
実
施
及
び
報
告

⑴
事
業
者
に
関
す
る
目
標
設
定
、
実
施
及
び
報
告

地
球
温
暖
化
の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
目
標
を
設
定
し

た
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
は
、
提
出
年
度
に
設
定
し
た

目
標
及
び
実
績
年
度
に
設
定
し
た
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況

に
つ
い
て
報
告
書
に
記
載
し
て
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
は
、
別
表
第
１
に
掲
げ
ら
れ

た
組
織
体
制
の
整
備
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
使
用
状
況
の
把
握

及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
（
運
用
対
策
、
設
備
保
守
対
策
及

び
設
備
導
入
対
策
）
の
う
ち
、
都
が
特
に
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
対
策
と
し
て
示
す
対
策
（
以
下
「
重
点
対
策
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
実
施
に
向
け
た
検
討
を
十
分
に
行
い
、

特
に
積
極
的
に
選
択
し
て
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

実
績
年
度
に
実
施
し
た
重
点
対
策
に
つ
い
て
は
報
告
書
に

記
載
し
て
報
告
す
る
も
の
と
し
、
重
点
対
策
以
外
に
取
り
組

ん
だ
別
表
第
１
に
掲
げ
ら
れ
た
取
組
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

重
点
対
策
と
併
せ
て
、
報
告
書
に
記
載
し
て
報
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た
、
重
点
対
策
の
レ
ベ
ル
（
報
告
書
の
提
出
回
数
に
応

じ
て
都
が
設
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
が
取
り
組

む
べ
き
重
点
対
策
の
水
準
を
い
う
。
）
へ
の
適
合
状
況
を
、

報
告
書
に
記
載
し
て
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
個
々
の
事
業
所
等
に
関
す
る
目
標
設
定
、
実
施
及
び
報
告

地
球
温
暖
化
の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
目
標
を
事
業
所

等
ご
と
に
設
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
は
、
提
出

年
度
に
設
定
し
た
目
標
及
び
実
績
年
度
に
設
定
し
た
目
標
に

対
す
る
達
成
状
況
に
つ
い
て
事
業
所
等
ご
と
に
報
告
書
に
記

載
し
て
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
の
地
球
温
暖
化
の
対
策
に
係
る

取
組
の
評
価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
実
績
等
に
着
目
し
、
地
球
温
暖

化
の
対
策
に
つ
い
て
優
れ
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化

対
策
事
業
者
等
を
評
価
す
る
。

加
え
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
も
評
価
す
る
。

⑴
評
価
の
対
象

ア
評
価
の
対
象
と
す
る
事
業
者

評
価
の
対
象
と
す
る
事
業
者
は
次
の
ア
及
び
イ
の
要
件

を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

ア
次
の
ａ
又
は
ｂ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

ａ
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者

ｂ
任
意
提
出
事
業
者
（
条
例
第
８
条
の
２３第

２
項
に
基

づ
き
任
意
で
報
告
書
を
提
出
す
る
事
業
者
（
地
球
温

暖
化
対
策
事
業
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
第
５

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
評
価
を
希
望
す
る
事
業

者
（
当
該
事
業
者
が
１
⑵
イ
で
報
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
全
て
の
事
業
所
等
に

つ
い
て
、
報
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
限
る
。
）

イ
実
績
年
度
に
報
告
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
実
績
年
度

か
ら
起
算
し
た
直
近
５
か
年
度
（
以
下
第
５
に
お
い
て

単
に
「
直
近
５
か
年
度
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
実
績
年
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度
以
外
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
一

回
は
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
。

イ
評
価
の
対
象
と
す
る
期
間

地
球
温
暖
化
の
対
策
に
係
る
取
組
の
実
績
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
直
近
５
か
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
実
績
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

ウ
評
価
の
た
め
の
算
定
の
対
象
と
す
る
事
業
所
等
の
範
囲

評
価
の
た
め
の
算
定
の
対
象
と
す
る
事
業
所
等
（
以
下

第
５
に
お
い
て
「
評
価
対
象
事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
の

範
囲
は
、
当
該
事
業
者
が
都
内
に
お
い
て
所
有
し
、
又
は

使
用
し
て
い
る
事
業
所
等
の
う
ち
、
１
⑵
で
作
成
対
象
と

さ
れ
て
い
る
全
て
の
事
業
所
等
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
球

温
暖
化
対
策
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
義
務
提
出
事
業
所
等

の
み
を
評
価
対
象
事
業
所
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
評
価
の
基
本
方
針

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
の
地
球
温
暖
化
の
対
策
に
係

る
取
組
に
つ
い
て
、
次
の
ア
及
び
イ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

知
事
が
別
に
定
め
る
評
価
基
準
（
以
下
第
５
に
お
い
て
「
評

価
基
準
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
評
価
を
行
う
。

な
お
、
知
事
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
の
地
球
温

暖
化
の
対
策
に
係
る
取
組
の
進
展
に
合
わ
せ
て
、
評
価
基
準

に
つ
い
て
随
時
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

ア
地
球
温
暖
化
の
対
策
に
係
る
取
組
の
実
績
の
評
価

地
球
温
暖
化
の
対
策
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
評
価

対
象
事
業
所
等
に
お
け
る
直
近
５
か
年
度
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
の
状
況
に
よ
り
評
価
す
る
。

イ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
の
評
価

ア
の
評
価
に
お
い
て
一
定
の
水
準
に
達
し
た
事
業
者
に

対
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置

（
次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
者
の
評
価
対
象
事
業
所
等

全
体
に
対
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措

置
を
実
施
し
て
い
る
評
価
対
象
事
業
所
等
の
率
（
以
下

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
事
業
所
等
率
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
評
価
す
る
。

ア
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

対
象
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
は
、
当

分
の
間
、
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
及
び
バ
イ
オ

マ
ス
と
し
、
各
発
電
設
備
は
評
価
基
準
に
定
め
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

イ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
用
し
た
発
電
に
よ
る
電
気
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
受
入
れ

各
評
価
対
象
事
業
所
等
に
お
い
て
、
当
該
事
業
所
等

に
電
気
を
供
給
す
る
小
売
電
気
事
業
者
の
二
酸
化
炭
素

排
出
係
数
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
率
等
が
評
価

基
準
に
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

ウ
証
書
に
よ
る
環
境
価
値
の
利
用

対
象
と
な
る
証
書
の
種
類
は
、
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
、

グ
リ
ー
ン
熱
証
書
及
び
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
１４年

法

律
第
６２号

）
第
４
条
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
電
気
相
当
量

と
す
る
。

⑶
評
価
方
法

ア
評
価
基
準
に
よ
り
、
評
価
対
象
事
業
所
等
全
体
の
直
近

５
か
年
度
に
お
け
る
平
均
合
計
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

率
を
算
定
す
る
。

イ
評
価
基
準
に
よ
り
、
評
価
対
象
事
業
所
等
全
体
の
直
近

５
か
年
度
に
お
け
る
平
均
合
計
原
単
位
改
善
率
を
算
定
す

る
。

ウ
事
業
者
の
評
価
は
、
別
表
第
３
の
第
１
の
部
の
表
の
左

欄
に
掲
げ
る
直
近
５
か
年
度
の
平
均
合
計
二
酸
化
炭
素
排

出
量
削
減
率
及
び
直
近
５
か
年
度
の
平
均
合
計
原
単
位
改

善
率
の
値
に
応
じ
、
同
表
右
欄
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

エ
ウ
の
評
価
の
結
果
、
「
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
取
組
実

績
が
特
に
優
良
な
事
業
者
（
Ｓ
ラ
ン
ク
）
」
又
は
「
地
球

温
暖
化
の
対
策
の
取
組
実
績
が
極
め
て
優
良
な
事
業
者

（
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ク
）
」
と
な
っ
た
事
業
者
は
、
併
せ
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
評
価
を

行
う
。
当
該
評
価
は
、
別
表
第
３
の
第
２
の
部
の
表
の
左

欄
に
掲
げ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
事
業
所
等
率
に

応
じ
、
同
表
右
欄
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

６
報
告
書
に
記
載
す
る
主
な
事
項

報
告
書
に
記
載
す
る
主
な
項
目
は
、
次
の
⑴
及
び
⑵
の
と
お

り
と
す
る
。

⑴
事
業
者
に
関
し
て
記
載
す
る
事
項

報
告
書
を
提
出
す
る
全
て
の
事
業
者
は
、
ア
か
ら
コ
ま
で

の
事
項
を
報
告
書
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
第
５

５
⑴

ア
の
評
価
の
対
象
と
す
る
事
業
者
に
該
当
す
る
事
業
者
は
、

ア
か
ら
コ
ま
で
の
事
項
に
加
え
て
、
サ
か
ら
テ
ま
で
の
事
項

も
報
告
書
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
報
告
書
を
提
出
す
る
事
業
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て

は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
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イ
条
例
第
８
条
の
２３第

１
項
及
び
第
２
項
に
よ
り
報
告
書

を
作
成
し
た
事
業
所
等
の
数

ウ
報
告
書
を
作
成
し
た
事
業
所
等
の
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
の
合
計

エ
報
告
書
を
作
成
し
た
事
業
所
等
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
合
計

オ
実
績
年
度
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
目
標
の
達

成
状
況
（
実
績
年
度
に
目
標
を
設
定
し
た
場
合
に
限

る
。
）

カ
提
出
年
度
の
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
目
標
の
有
無
及
び

そ
の
内
容
（
提
出
年
度
に
目
標
を
設
定
し
た
場
合
に
限

る
。
）

キ
４
⑴
に
規
定
す
る
重
点
対
策
の
レ
ベ
ル
へ
の
適
合
状
況

（
４
⑴
に
規
定
す
る
重
点
対
策
を
実
施
し
た
場
合
に
限

る
。
）

ク
取
組
方
針

ケ
組
織
体
制
の
整
備
の
状
況

コ
そ
の
他
特
記
す
べ
き
事
項
、
自
由
意
見
等

サ
評
価
対
象
事
業
所
等
の
範
囲

シ
評
価
基
準
に
よ
り
直
近
５
か
年
度
に
お
い
て
年
度
ご
と

に
算
定
し
た
評
価
対
象
事
業
所
等
の
合
計
二
酸
化
炭
素
排

出
量

ス
評
価
基
準
に
よ
り
直
近
５
か
年
度
に
お
い
て
年
度
ご
と

に
算
定
し
た
評
価
対
象
事
業
所
等
の
合
計
延
床
面
積

セ
評
価
基
準
に
よ
り
直
近
５
か
年
度
に
お
い
て
年
度
ご
と

に
算
定
し
た
評
価
対
象
事
業
所
等
の
合
計
原
単
位

ソ
評
価
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
評
価
対
象
事
業
所
等
全
体

の
直
近
５
か
年
度
に
お
け
る
平
均
合
計
二
酸
化
炭
素
排
出

量
削
減
率

タ
評
価
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
評
価
対
象
事
業
所
等
全
体

の
直
近
５
か
年
度
に
お
け
る
平
均
合
計
原
単
位
改
善
率

チ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
事
業
所
等
の
数

ツ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
事
業
所
等
率

テ
５
に
規
定
す
る
評
価
の
結
果

⑵
個
々
の
事
業
所
等
に
関
し
て
記
載
す
る
事
項

ア
事
業
所
等
の
名
称

イ
事
業
所
等
の
所
在
地

ウ
事
業
所
等
の
延
床
面
積

エ
実
績
年
度
に
お
け
る
事
業
所
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

期
間
と
し
て
１
年
度
又
は
１
年
度
未
満
の
別

オ
所
有
形
態
（
所
有
権
の
有
無
）

カ
報
告
範
囲

キ
事
業
所
等
の
主
た
る
用
途

ク
産
業
分
類

ケ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
係
る
措
置
の
状
況

コ
連
鎖
化
事
業
区
分
（
連
鎖
化
事
業
該
当
の
有
無
及
び
該

当
の
場
合
に
お
け
る
直
営
店
又
は
加
盟
店
の
区
別
）

サ
前
年
度
の
報
告
内
容
か
ら
の
変
更
点

シ
燃
料
等
の
使
用
量

ス
水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
使
用
量
並
び
に
公
共
下
水
道

へ
の
排
水
量

セ
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

ソ
燃
料
等
の
使
用
に
伴
い
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量

タ
水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
使
用
並
び
に
公
共
下
水
道
へ

の
排
水
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量

チ
延
床
面
積
当
た
り
の
ソ
の
量

ツ
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
実
施
状
況

テ
実
績
年
度
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
目
標
の
達

成
状
況
（
実
績
年
度
に
目
標
を
設
定
し
た
場
合
に
限

る
。
）

ト
提
出
年
度
の
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
目
標
の
有
無
及
び

そ
の
内
容
（
提
出
年
度
に
目
標
を
設
定
し
た
場
合
に
限

る
。
）

ナ
そ
の
他
特
記
す
べ
き
事
項
、
自
由
意
見
等

７
報
告
書
の
提
出

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
は
、
規
則
第
５
条
の
１９に

定
め

る
と
お
り
報
告
書
を
提
出
す
る
も
の
と
し
、
地
球
温
暖
化
対
策

事
業
者
及
び
複
数
の
事
業
所
等
に
つ
い
て
報
告
書
を
提
出
す
る

任
意
提
出
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
本
社
等
に
お
い
て
各
事
業
所

等
の
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
、
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

提
出
に
当
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
、
知
事
が
提
供
す
る
報

告
用
の
電
磁
的
記
録
で
作
成
し
、
こ
れ
を
保
存
し
た
媒
体
（
Ｃ

Ｄ
－
Ｒ
等
）
を
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
提
出
書
に
添
付
し
て

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
第
３

２
⑵
イ
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
種
別
ご

と
の
使
用
量
の
推
計
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る

計
算
結
果
及
び
資
料
等
を
報
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

８
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
義
務
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

こ
と
の
確
認

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
は
、
義
務
提
出
事
業
所
等
の
原
油

換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
合
計
が
年
間
３,０００kLを

下
回
っ

た
と
き
に
は
、
当
該
年
度
の
実
績
を
記
載
す
る
報
告
書
を
提
出

し
た
後
、
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
当
該
事
業
者
が
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告
書
を
提
出
す
べ
き
義
務
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
旨

の
確
認
の
通
知
を
知
事
か
ら
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
翌
年

度
か
ら
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
義
務
を
免
れ
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
後
の
年
度
に
お
い
て
、
義
務
提
出
事
業
所
等
の

原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
合
計
が
３,０００kLを

上
回
っ

た
と
き
に
は
、
再
び
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
義
務
を
負
う
。

９
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
に
よ
る
公
表

⑴
公
表
事
項

条
例
第
８
条
の
２４第

１
項
及
び
規
則
第
５
条
の
２０に

基
づ

き
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
が
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
は
、
６
⑴
ア
、
ク
及
び
ケ
並
び
に
６
⑵
ア
か
ら
ウ
ま

で
ソ
、
タ
及
び
ツ
と
す
る
。

⑵
公
表
方
法

条
例
第
８
条
の
２４第

１
項
に
基
づ
き
、
⑴
の
事
項
に
つ
い

て
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
は
、
報
告
書
を
作
成
し
た
事

業
所
等
ご
と
に
自
ら
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
は
、
規
則
第
５
条
の
２０第

３
項

に
定
め
る
公
表
の
方
法
の
う
ち
、
可
能
な
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
方
法
で
公
表
を
行
う
も
の
と
す
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
環
境

報
告
書
へ
の
記
載
又
は
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
の
都
内
に

お
け
る
主
な
事
務
所
に
お
け
る
備
え
置
き
又
は
掲
示
そ
の
他

の
容
易
に
閲
覧
で
き
る
場
所
、
時
間
等
を
配
慮
し
た
方
法
に

よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

１０
知
事
に
よ
る
公
表
事
項

条
例
第
８
条
の
２４第

２
項
及
び
規
則
第
５
条
の
２１に

基
づ
き
、

知
事
が
公
表
す
る
事
項
は
、
６
⑴
ア
、
エ
か
ら
コ
ま
で
及
び
チ

か
ら
テ
ま
で
並
び
に
６
⑵
ア
か
ら
ウ
ま
で
、
キ
か
ら
ケ
ま
で
及

び
ソ
か
ら
ナ
ま
で
と
す
る
。

１１
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
実
施
の
た
め
の
指
導
・
助
言

知
事
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
に
対
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
適
正
な
把
握
、
別
表
第
１
に
掲
げ
る
地
球
温
暖

化
の
対
策
の
適
切
な
実
施
及
び
報
告
書
の
適
正
な
作
成
、
公
表

等
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
・
助
言
を
行
う
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
の
対
策
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
を
実
施

し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
が
地
球
温
暖
化
の
対
策
を

実
施
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

第
二
編
第
五

十
一
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１２
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
に
対
す
る
勧
告

⑴
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
が
報
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た

と
き
の
勧
告

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
が
報
告
書
の
提
出
を
し
な
か
っ

た
と
き
に
は
、
知
事
は
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定

め
て
そ
の
期
間
内
に
提
出
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑵
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
の
地
球
温
暖
化
の
対
策
の
推

進
が
著
し
く
不
十
分
な
と
き
の
勧
告

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
者
等
が
、
技
術
的
か
つ
経
済
的
に

実
施
可
能
な
重
点
対
策
を
実
施
し
な
い
場
合
、
報
告
書
の
適

正
な
作
成
又
は
公
表
を
行
わ
な
い
場
合
な
ど
、
地
球
温
暖
化

の
対
策
の
推
進
が
、
こ
の
指
針
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
十
分

で
あ
り
、
か
つ
、
１１に

基
づ
く
指
導
を
受
け
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
正
当
な
理
由
な
く
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
知
事

は
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
事

業
者
等
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
実
施
す
る
よ
う
勧
告
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
二
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。
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附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
五
号

平
成
二
十
一
年
東
京
都
告
示
第
千
二
百
三
十
四
号
（
都
民
の
健
康

と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
の
五
第

二
項
、
第
四
条
の
六
の
二
第
三
項
、
第
四
条
の
七
第
四
項
、
第
四
条

の
十
八
第
一
項
、
第
四
条
の
十
九
第
三
項
、
第
四
条
の
二
十
三
第
一

項
、
第
四
条
の
二
十
六
第
二
項
、
第
五
条
の
十
二
第
一
項
第
四
号
及

び
第
五
条
の
十
九
第
一
項
並
び
に
東
京
都
地
球
温
暖
化
対
策
指
針
第

二
編
第
五

七
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
別
に
定
め
る
様
式
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

前
文
及
び
十
中
「
第
二
編
第
五

七
」
を
「
第
二
編
第
五

八
」

に
改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
そ
の
六
中
「生

成
し
た
電
力

」
を
「生

成
し
た

電
気

」
に
、
「低

炭
素
電
力

」
を
「低

炭
素
電
気

」
に
、
「高

炭
素

電
力

」
を
「高

炭
素
電
気

」
に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
の
二
そ
の
五
中
「電

力

」
を
「電

気

」
に
改
め

る
。別

記
第
九
号
様
式
そ
の
一
及
び
そ
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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１

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
都
民
の

健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条

の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
六
の
二
第
三
項
、
第
四
条
の
七
第
四
項
、

第
四
条
の
十
八
第
一
項
、
第
四
条
の
十
九
第
三
項
、
第
四
条
の
二

十
三
第
一
項
、
第
四
条
の
二
十
六
第
二
項
、
第
五
条
の
十
二
第
一

項
第
四
号
及
び
第
五
条
の
十
九
第
一
項
並
び
に
東
京
都
地
球
温
暖

化
対
策
指
針
第
二
編
第
五

七
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
別
に
定
め

る
様
式
（
こ
の
告
示
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ

る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な

お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示
（
交
）

◉
交
通
局
告
示
第
三
号

東
京
都
地
下
高
速
電
車
記
念
普
通
乗
車
券
を
次
の
よ
う
に
発
売
す

る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日

東
京
都
交
通
局
長

土

渕

裕

一

記
念
乗
車
券
の
名
称

都
営
新
宿
線
・
京
王
線

相
互
直
通
運
転
四
十
周
年
記
念
乗
車

券
二

記
念
乗
車
券
の
種
類
及
び
運
賃

東
京
都
地
下
高
速
電
車
記
念
普
通
乗
車
券

千
円
（
大
人
用
二

百
二
十
円
券
二
枚
及
び
二
百
八
十
円
券
二
枚
）

三

記
念
乗
車
券
の
様
式

四

記
念
乗
車
券
の
発
売
期
間

令
和
二
年
三
月
二
十
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
。
た
だ
し
、

売
り
切
れ
次
第
、
発
売
を
終
了
す
る
。

五

記
念
乗
車
券
の
発
売
枚
数

千
五
百
セ
ッ
ト

六

記
念
乗
車
券
の
効
力

発
売
日
か
ら
令
和
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
一
日
に

限
り
、
記
念
乗
車
券
の
券
面
に
表
示
さ
れ
た
区
間
に
限
り
片
道
一

回
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七

記
念
乗
車
券
の
発
売
場
所

浅
草
線
五
反
田
駅
、
新
橋
駅
及
び
浅
草
橋
駅
、
三
田
線
日
比
谷

駅
、
水
道
橋
駅
、
巣
鴨
駅
及
び
高
島
平
駅
、
新
宿
線
市
ヶ
谷
駅
、

馬
喰
横
山
駅
及
び
本
八
幡
駅
並
び
に
大
江
戸
線
上
野
御
徒
町
駅
、

門
前
仲
町
駅
、
大
門
駅
、
青
山
一
丁
目
駅
、
都
庁
前
駅
及
び
練
馬

駅

公

告

建
設
業
の
営
業
の
停
止
命
令
の
公
告
に
つ
い
て

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

処
分
を
し
た
年
月
日

令
和
二
年
三
月
十
八
日

二

被
処
分
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代

表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番
号

有
限
会
社
エ
ー
ス
ワ
イ
ド

目
黒
区
目
黒
四
丁
目
十
番
七
号

谷
川

弘
史

許
可
な
し

三

処
分
の
内
容

建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
三
項
に
基
づ
く
営
業
の
停
止
命
令

㈠

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲

建
設
業
の
営
業
の
全
部
（
処
分
を
受
け
る
前
に
締
結
さ
れ
た

か

し

請
負
契
約
に
基
づ
く
建
設
工
事
の
施
行
、
施
行
の
瑕
疵
に
基
づ

く
修
繕
工
事
の
施
行
等
を
除
く
。
）

㈡

期
間

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
同
月
三
日
ま
で
の
三
日
間
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四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

有
限
会
社
エ
ー
ス
ワ
イ
ド
は
、
世
田
谷
区
内
の
共
同
住
宅
の
内

装
工
事
に
お
い
て
、
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し

て
、
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設

業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
一
条

の
二
に
定
め
る
金
額
以
上
と
な
る
請
負
契
約
を
締
結
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
二
号
に
該
当

す
る
。令

和
二
年
度
の
経
営
規
模
等
評
価
及
び
総
合
評
定
値

の
申
請
等
の
受
付
に
つ
い
て

建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令
第
十
四
号
。
以

下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
う
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ

る
経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
及
び
法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
の
規
定

に
よ
る
総
合
評
定
値
の
請
求
の
時
期
及
び
方
法
等
に
関
し
必
要
な
事

項
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
公
告
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

申
請
時
期
及
び
方
法

令
和
二
年
四
月
一
日
（
水
曜
日
）
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一

日
（
水
曜
日
）
ま
で
の
期
間
内
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例

（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
そ
の
他
東
京

都
が
特
に
定
め
る
日
を
除
く
。
）
に
お
い
て
申
請
者
自
ら
の
予
約

に
よ
り
決
め
ら
れ
た
日
時
に
申
請
書
類
を
東
京
都
都
市
整
備
局
市

街
地
建
築
部
建
設
業
課
に
提
出
す
る
。

二

申
請
書
類

㈠

申
請
書
、
請
求
書
及
び
添
付
書
類

ア

経
営
規
模
等
評
価
申
請
書
又
は
総
合
評
定
値
請
求
書
（
規

則
別
記
様
式
第
二
十
五
号
の
十
一
）

イ

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
説
明
書
又
は
総
合
評
定
値
の
請

求
説
明
書
（
以
下
「
説
明
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
提
出

を
求
め
る
書
類

㈡

提
示
書
類

説
明
書
に
お
い
て
提
示
を
求
め
る
書
類

三

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
及
び
総
合
評
定
値
の
請
求
の
手
数
料

㈠

手
数
料

ア

経
営
規
模
等
評
価
の
申
請
に
係
る
手
数
料

八
千
百
円
に

審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業
一
種
類
に
つ
き
二
千
三
百

円
と
し
て
計
算
し
た
額
を
加
算
し
た
額

イ

総
合
評
定
値
の
請
求
に
係
る
手
数
料

四
百
円
に
審
査
を

受
け
よ
う
と
す
る
建
設
業
一
種
類
に
つ
き
二
百
円
と
し
て
計

算
し
た
額
を
加
算
し
た
額

㈡

納
付
方
法

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
設
業
課
出
納
窓
口
で

現
金
に
よ
り
納
付
す
る
。

四

経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
又
は
総
合
評
定
値
の
通
知

経
営
規
模
等
評
価
の
結
果
の
通
知
書
又
は
総
合
評
定
値
の
通
知

書
は
、
申
請
書
を
受
理
し
て
か
ら
原
則
と
し
て
二
十
二
日
以
内
に

申
請
者
宛
て
普
通
郵
便
に
て
発
送
す
る
。

五

申
請
書
類
の
提
出
先

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
設
業
課
（
東
京
都
庁
第

二
本
庁
舎
三
階
南
側
）

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
二
年
三
月
十
九
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

金

子

博

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

日
野
市
新
町
五
丁
目
一
番
十
二
及

び
同
番
十
三

立
川
市
幸
町
一
丁
目
二
十
一
番

地
一

株
式
会
社
ア
ス
テ
ィ
ー
ク

代
表
取
締
役

宮
谷

祐
介

日
野
市
大
字
新
井
四
百
五
十
七
番

八
、
同
番
九
、
四
百
六
十
一
番
三
、

同
番
六
、
同
番
七
及
び
同
番
十
一

日
野
市
大
字
新
井
四
百
六
十
一

番
地
の
一

山
岡

啓
子

武
蔵
村
山
市
中
藤
五
丁
目
五
番
三
、

同
番
四
及
び
同
番
六

西
東
京
市
芝
久
保
町
四
丁
目
二

十
六
番
三
号

株
式
会
社
東
栄
住
宅

代
表
取
締
役

西
野

弘

青
梅
市
天
ヶ
瀬
町
千
百
九
十
一
番

五
、
同
番
五
地
先
及
び
同
番
八

青
梅
市
河
辺
町
七
丁
目
六
番
地

の
十
九

有
限
会
社
さ
く
ら
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

桜
井

潤
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